
＜教育長だより 33号 朳差岳朝日に映えて 令和７年 6月 17日＞ 

            

関川のお米 

教育長 津野庄一郎 

 

 

先日ある民放で、関川産の岩船米コシヒカリを使う東京都の有名おにぎり

専門店「おにぎりぼんご」店主の右近由美子さんが、生産農家を訪れておに

ぎりを手渡し、感謝と応援のメッセージを伝えている映像が流れました。「ど

うしてこんなにおいしいお米が作れるのですか」という問いかけに、「作って

いる人の心が温かいからかな」と笑顔で応える農家さんの姿に胸が熱くなり

ました。「令和の米騒動」などと揶揄
や ゆ

される今日、生産農家の苦労に思い寄せ

る右近さんの奮闘に、心からエールを送りたいと思います。 
 

兼業
けんぎょう

農家の両親は、数年前に高齢を理由に稲作をやめました。使い古した

コンバインに乗り、稲刈りに臨む父は「今日が千秋楽
せんしゅうらく

」と言い、母は黙って

倒れた稲を竿
さお

で起こす。そんな姿が目に焼き付いています。小中学生の頃

は、学校から帰ると、稲の消毒、稲刈り、稲架
は さ

掛け（稲を投げ上げる役）、

脱穀
だっこく

など辺りが暗くなるまで手伝いました。そんな日は、身体中がチクチク

してたまらなかったものです。 
 

頂いたお米を精米する際、悲しい気持ちになる時があります。精米機の脇

にほうきとちりとりがあり、ごみ箱には米粒が無造作
む ぞ う さ

に捨てられているでは

ありませんか。落穂拾
おちぼひろ

いをした私には受け入れがたいものがあります。 
 

関川小・中学校では、毎年、総合的な学習の時間で、「学校田」を使って田

植え、稲刈りなどを行っており、それを通じて生産者の工夫や努力を学んで

います。こうした原体験を基に、食のありがたさを感じ、日本の農業の在り

方を考え、将来の就農につながればこんなに嬉しいことはありません。この

関川の豊かな土地、土を、明日に生きる子どもたちに残していかねば。そん

な思いになります。今も「庄、倒れない稲（人）を作るんさ」と言う同級生

（現役生産者）に励まされています。 

＜【写真】令和 7年 5月：関川小学校の学校田での田植え風景＞ 


